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大分類 中分類 小分類

461-1 6条（竜巻） 2017/4/20

空力パラメータについて，異なる基準を組み合わせること
が過小評価とならないか，定量的に適用範囲も含めて示す
こと。

今回ご説明

保守性及び簡便性を考慮し，物品の粗密については考慮せず，見附面を
中実と見做してして空力パラメータを算出する方針に見直しました。
　　【別添資料1 添付資料9-別紙2】

461-2 6条（竜巻） 2017/4/20

設計竜巻の特性値設定において，ランキンモデルとフジタ
モデルを部分的に採用していることが過小評価とならない
か示すこと。 今回ご説明

竜巻影響評価に用いるパラメータと竜巻風速場モデルの関係を整理した
上で，東海第二の評価における使い分けが過小評価にならないことを確
認しました。
　　【別添資料2 別紙2】

防潮堤を竜巻防護施設としない考え方を示すこと。

今回ご説明

4/20会合にて説明させて頂いた通り，「津波防護に特化した施設であるこ
と及び「竜巻後の津波襲来が確率的に有意でないこと」から，定義上は竜
巻防護施設と位置付けないこととしています。
但し，防潮堤や津波監視カメラに対する外部事象への設計要求事項を整
理する中で，竜巻に対しても，可能な限り防潮堤等の機能を確保出来る
様な配慮をしています。
　　【別添資料1 添付資料2-別紙1】

防潮堤を波及的影響を及ぼす施設とすることの抽出過程
を示すこと。

今回ご説明

波及的影響の観点の一つである「機械的影響」を有する設備として，近傍
に竜巻防護施設（海水ポンプ等）を有し，倒壊時には影響を与え得る鋼製
防護壁部を，波及的影響を及ぼす施設として抽出しています。
　　【別添資料1 添付資料3 2.1】

他プラントで防潮堤の防護方針を確認すること。

今回ご説明

過去に公開された他プラントの審査資料（※）を調査したが，防潮堤を竜
巻防護施設としている例は認められませんでした。

※　PWR：川内，玄海，高浜，大飯，美浜，伊方，泊
　 　BWR：柏崎刈羽，女川，浜岡，島根

461-4 6条（竜巻） 2017/4/20

緊急時対策所は竜巻防護施設としないことについて考え
方を示すこと。

今回ご説明

緊急時対策所は竜巻防護施設に位置付けているが，クラス３施設である
ことから，竜巻により機能を喪失した場合は，代替設備や安全上支障のな
い期間で復旧する方針を基本方針としています。
但し，緊急時対策所の建屋は十分に堅牢であり，且つ同一の機能を有す
る設備が多様性をもって配備することで，竜巻に対し機能を喪失すること
はない設計としています。
　　【別添資料1 添付資料1-別紙1】

461-5 6条（竜巻） 2017/4/20

ブローアウトパネルが脱落後の飛来物として評価している
のか，確認すること。

今回ご説明

既存の落下防止チェーンは脱落・落下時の衝撃荷重で破断することは無
く，飛来物となることはないことを確認しています。
　　【別添資料1 添付資料9-別紙1】
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